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注 目 の 新 技 術・新 展 開

防炎加工剤に使用されていた薬剤にはダイオキシンを発生するハロゲンが含まれてい
ましたが、ダイオキシンの問題などが社会的な関心事になるなか、新たに非ハロゲン
化した防炎加工剤の開発に取り組みました。先行していた他の非ハロゲン防炎加工剤
よりも優れた性能を持つ、リン系有機化合物を主成分とした「ビゴールFV」シリーズを
開発製造しています。これは繊維に着火する前に、近づいた炎の熱でポリエステル繊
維を溶融させて、着火要因をなくすという難燃化のメカニズムに基づいて開発されて
います。現在、この非ハロゲン防炎加工剤は、大手繊維メーカーと共同開発する形で、
改良を重ねています。 「ビゴールFV」シリーズに使用されている

ADPP(アニリノジフェニルホスフェート)

1969年に消防法が強化され、カーペットやカーテンなどに防炎加工が義務付けられたため、繊維向け機能薬剤のなか
でも防炎加工剤の取引量が増え、事業が急速に拡大しました。そのなかで、建築資材などに使われていた臭素系難燃剤
(HBCD)に注目し、色むらなどの繊維染色への影響を抑えつつ、効果的に分散させる方法を研究し製品化を行いました。
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〒604-8571
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

京都市産業観光局産業イノベーション推進室お問い合わせ

大京化学株式会社大京化学株式会社
京都グリーンケミカル・ネットワーク　参画企業

企業情報 1946年に京都にて合成香料などの化学薬品で事業を開始。その後、合
成繊維産業の成長に合わせて、染色助剤や防炎剤、抗菌剤、撥水剤、柔
軟剤などの機能薬剤を開発製造してきた。とくに近年では、防炎剤の取
引が増えており、車輌内装材やカーテンなどのインテリアに使用されて
いる。

取引のある業界分野

業界の位置づけ 基礎製品 誘導品 機能性材料 最終製品
川上 川中 川下

＞ ＞ ＞

左: ロールブラインドの防炎製品および普通品での同時着火35秒後の比較
中央、右: 車輌内装材や工事用シートなどの建築資材などにも防炎加工剤が使用されている
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防炎加工剤の非ハロゲン化に取り組み
環境負荷の軽減に貢献


